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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、2022年12月期における第２四半期において、下記の通り営業外収益（為替差益）を計上する

ことになり、これを主たる理由に、2022年２月14日に公表いたしました2022年12月期の業績予想を下記

の通り修正しましたので、お知らせいたします。 

 
記 

 

１．営業外収益（為替差益）の計上について 

当第２四半期連結累計期間において、急激な為替相場の変動により、為替差益４９０百万円を 

営業外収益に計上しました。これは、主に海外子会社へのグループ内貸付金に対して、期末為替 
レートによる評価替で発生したものであります。 

 
２．2022年 12月期通期連結業績予想数値の修正 
（2022 年１月１日～2022年 12月 31日）               

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

１株当たり当
期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 
３３,４６０ 

  百万円 
 ２，０４０ 

百万円  
２，１６０  

百万円 
１，４７０ 

円 銭 
４８.４８ 

今回修正予想（Ｂ） ３２,８４０  ２，０４０ ２，６９０  １，９７０ ６４.９７ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △６２０   － ５３０  ５００  

増 減 率（％） △１．９  － ２４．５  ３４．０  

（ご参考） 
前期実績（2021 年 12
月期） 

３１,０３２  ２，８６７ ３，１３９  ２，０８２ ６８.６９ 

 

３．修正の理由 

2022年 12月期通期の業績につきましては、売上高については前回予想を２％弱下回る見込みで

すが、営業利益については前回予想を据え置いております。これは、とりわけ下期において、ナフ

サを中心とする原材料価格が一段と上昇する見込みであり、事業環境が厳しさを増していく中、製

品価格への転嫁、差別化製品の国内外へのより積極的な拡販や諸経費の減少等により、吸収が可能

と見込んでいることによります。 

経常利益、および親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、「１．営業外収益（為 



替差益）の計上について」に記載した要因により、連結業績予想数値を上方修正いたしました。 

尚、今後の為替相場の動向は不透明であるため、第３四半期以降の為替レートは当第２四半期末 

と同水準を前提とし、下期の為替差損益は発生しない見通しとしております。 

 

今後も原燃料価格の更なる上昇、サプライチェーンの混乱、不安定な為替の動向等につきまして

引き続き注視し、売上・利益の確保に努めてまいります。 

 

※ 上記予想は現時点で入手可能な情報に基づき、当社が判断したものであり、実際の業績等は様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

   

 以 上 


